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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 8,979 4.6 275 9.0 368 △1.3 175 1.6
21年3月期第1四半期 8,588 ― 252 ― 372 ― 173 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 33.43 ―

21年3月期第1四半期 32.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 17,002 8,118 47.8 1,545.16
21年3月期 15,902 8,028 50.5 1,526.45

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  8,118百万円 21年3月期  8,028百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 ― 20.00 20.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

17,300 3.4 590 1.3 820 2.1 460 2.0 87.45

通期 33,570 4.2 1,160 1.1 1,540 1.5 820 3.9 155.90
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務情報等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、３ページ【定性的情報・財務情報等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 5,441,568株 21年3月期  5,441,568株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  187,158株 21年3月期  181,686株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 5,257,492株 21年3月期第1四半期 5,280,332株
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 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋のリーマンショック以降、急速な悪化を続けていた景気

が、輸出の下げ止まりや在庫調整の進展に伴う鉱工業生産の増加などにより昨年度末に底を打った感があり景気回復

局面入りの様相を呈し始めております。個人消費においては、雇用・所得環境は一段と厳しさを増し、定額給付金、

エコカー減税、エコポイント制度などの政策効果から一部下げ止まりの傾向が見られるものの、企業収益は急速な悪

化が続いており、流通業界におきましては、Ｍ＆Ａ（合併・買収）や資本・業務提携による企業再編が更に加速する

とともに、業種、業態を超えた企業間競争が激化するなど依然として厳しい状況が続いております。 

 このような状況のもと、当社グループは、独自商品の開発等同業他社との差別化を図ると伴に、卸機能の更なる拡

大に向けて積極的な営業活動を展開してまいりました。また、受託物流事業の物流センター運営におきましても、よ

り一層の効率化を推進し、業績の向上に努めてまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高8,979百万円(前年同期比104.6％)、営業利益275百万円(前

年同期比109.0％)、経常利益368百万円(前年98.7％)、四半期純利益175百万円(前年同期比101.6％)となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における事業の種類別セグメントの内容は次のとおりであります。 

≪卸売事業≫ 

 卸売事業におきましては、近畿圏から中部圏の顧客へのキメ細かなアプローチと利益率の高い独自商品の発掘、積

極販売などに努めた結果、売上高は7,656百万円(前年同期比103.8％)となりました。 

≪物流関連事業≫ 

 物流関連事業におきましては、既存受託物流の取扱い物量が安定して順調に増加しており、売上高は1,318百万円

(前年同期比109.2％)となりました。 

≪その他の事業≫ 

 その他の事業は、売上高４百万円(前年同期比84.1％)となりました。  

 当第１四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,099百万円増加し17,002百万円となりました。これは主

に受取手形及び売掛金の増加920百万円、現金及び預金の増加181百万円によるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,009百万円増加し、8,883百万円となりました。これは主に短期借入金の増

加505百万円、支払手形及び買掛金の増加330百万円によるものであります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ89百万円増加し、8,118百万円となりました。これは主に利益剰余金の増

加70百万円によるものであります。  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

111百万円増加し、1,646百万円となりました。 

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によって使用された資金は、429百万円となりました。これは主に売上債権の増加及び法人税等の支払い

などにより前年同期に比べ131百万円増加したことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によって使用された資金は87百万円となりました。これは主に有形・無形固定資産の取得によるものであ

り前年同期の194百万の獲得と比べ282百万円減少しております。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によって得られた資金は628百万円となりました。これは主に長期借入金の借入収入によるものであり前

年同期と比べ346百万円増加しております。 

 通期の連結業績につきましては、平成21年５月15日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

 なお、この連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいています。実際の業績は、様々

な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

(簡便な会計処理) 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しく変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定しております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用) 

税金費用の計上基準等 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。な 

お、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

該当事項はありません。 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,877,006 1,695,026

受取手形及び売掛金 6,126,651 5,205,743

商品 1,543,875 1,466,018

繰延税金資産 50,231 57,517

その他 405,685 396,747

貸倒引当金 △6,185 △5,886

流動資産合計 9,997,265 8,815,168

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,746,554 1,780,566

土地 3,808,511 3,808,511

その他（純額） 214,533 222,027

有形固定資産合計 5,769,599 5,811,105

無形固定資産 84,272 79,079

投資その他の資産 1,151,442 1,197,485

固定資産合計 7,005,314 7,087,671

資産合計 17,002,579 15,902,839

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,976,960 2,646,950

短期借入金 3,312,554 2,806,800

未払法人税等 189,672 258,751

賞与引当金 35,457 51,397

その他 783,355 760,991

流動負債合計 7,297,999 6,524,891

固定負債   

長期借入金 749,780 521,810

退職給付引当金 289,112 285,021

役員退職慰労引当金 167,187 164,257

その他 379,597 377,897

固定負債合計 1,585,677 1,348,986

負債合計 8,883,676 7,873,878
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 690,265 690,265

利益剰余金 7,158,527 7,087,941

自己株式 △166,216 △162,329

株主資本合計 8,402,106 8,335,407

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 43,446 20,203

土地再評価差額金 △326,649 △326,649

評価・換算差額等合計 △283,203 △306,446

純資産合計 8,118,903 8,028,961

負債純資産合計 17,002,579 15,902,839
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 8,588,825 8,979,932

売上原価 7,466,962 7,862,798

売上総利益 1,121,863 1,117,134

販売費及び一般管理費 869,333 841,757

営業利益 252,529 275,377

営業外収益   

受取利息 2,798 2,485

受取配当金 4,285 4,277

仕入割引 78,021 79,065

その他 51,043 19,808

営業外収益合計 136,149 105,637

営業外費用   

支払利息 10,631 8,145

売上割引 3,555 3,797

その他 1,639 979

営業外費用合計 15,826 12,921

経常利益 372,852 368,092

特別利益   

固定資産売却益 339 －

特別利益合計 339 －

特別損失   

固定資産除却損 101 －

たな卸資産評価損 5,187 －

特別損失合計 5,289 －

税金等調整前四半期純利益 367,902 368,092

法人税等 194,830 192,308

四半期純利益 173,071 175,783
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 367,902 368,092

減価償却費 58,098 57,022

のれん償却額 7,142 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 126 449

賞与引当金の増減額（△は減少） △21,013 △15,940

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,249 4,090

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △277,491 2,930

受取利息及び受取配当金 △7,084 △6,762

支払利息 10,631 8,145

有形固定資産売却損益（△は益） △339 －

固定資産除却損 101 －

売上債権の増減額（△は増加） △278,946 △920,908

たな卸資産の増減額（△は増加） 40,846 △77,856

仕入債務の増減額（△は減少） △111,576 330,009

未払消費税等の増減額（△は減少） △44,382 △17,507

未払金の増減額（△は減少） 291,357 －

その他 31,331 86,398

小計 60,454 △181,837

利息及び配当金の受取額 4,370 4,412

利息の支払額 △12,370 △8,607

法人税等の支払額 △350,584 △243,340

営業活動によるキャッシュ・フロー △298,129 △429,373

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,399 △21,403

定期預金の払戻による収入 1,395 21,399

有形固定資産の取得による支出 △36,776 △75,858

有形固定資産の売却による収入 377 －

無形固定資産の取得による支出 △9,321 △10,663

投資有価証券の取得による支出 △1,305 △1,343

貸付金の回収による収入 376 316

保険積立金の積立による支出 △3,900 △600

保険積立金の解約による収入 245,495 －

その他の支出 △198 △154

その他の収入 160 740

投資活動によるキャッシュ・フロー 194,903 △87,566

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 8,500,000 7,600,000

短期借入金の返済による支出 △7,950,000 △7,200,000

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △178,156 △166,276

配当金の支払額 △86,360 △100,920

自己株式の取得による支出 △3,550 △3,887

財務活動によるキャッシュ・フロー 281,932 628,916

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 178,707 111,976

現金及び現金同等物の期首残高 778,225 1,534,560

現金及び現金同等物の四半期末残高 956,932 1,646,536
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 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日 至平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間(自平成21年４月１日 至平成21年６月30日) 

（注）１．事業区分の方法 

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な内容 

(１) 卸売事業・・・・・石鹸、洗剤、油脂加工品、化粧品、衛生用品、医薬部外品、日用雑貨品、紙類及び

加工紙、包装用資材等の卸売業等 

(２) 物流関連事業・・・受託物流事業、運送取扱業 

(３) その他の事業・・・不動産賃貸等 

３．会計処理の方法の変更 

 前第１四半期連結累計期間  

 （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（1）に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、卸売事業で2,088千円

減少しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
卸売事業 
（千円） 

物流関連事業
 （千円） 

その他の事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  7,375,751  1,207,426  5,647  8,588,825  －  8,588,825

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,220  23,042  －  24,262 (24,262)  －

計  7,376,971  1,230,469  5,647  8,613,088 (24,262)  8,588,825

営業利益  126,787  198,306  5,002  330,096 (77,567)  252,529

  
卸売事業 
（千円） 

物流関連事業
 （千円） 

その他の事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  7,656,678  1,318,506  4,747  8,979,932  －  8,979,932

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,656  22,827  －  25,483 (25,483)  －

計  7,659,334  1,341,333  4,747  9,005,416 (25,483)  8,979,932

営業利益  120,454  222,162  4,108  346,725 (71,348)  275,377

－9－

ハリマ共和物産㈱（7444）　平成22年3月期第1四半期決算短信



 前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

   

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

－10－

ハリマ共和物産㈱（7444）　平成22年3月期第1四半期決算短信




